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表紙の写真：�（上）国土に広がる豊かな森林
（下）キャプション by Hyatt 兜町 東京

（写真提供：平和不動産株式会社）
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https://www.contactus.maff.go.jp/rinya/form/kouhou/202511.html
ウェブアンケートにご協力をお願いします！

緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰令和7年

過去の受賞者については林野庁ウェブサイトをご覧ください。
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sanson_ryokka/hyosyo/index.html

　同団体は、地域の森林保全と水源涵養を目的に昭和30年に設立され、市内にある横川山の1,750haの山林で植樹
や保育活動を継続してきました。
　横川山は江戸時代末期から地域の薪炭林として活用されていましたが、戦前から戦中にかけて過度な伐採による荒
廃が進んでいました。同団体の活動により豊かな森林が再生され、平成７年には水を仲立ちとして森林と人との理想
的な関係がつくられている森として「水源の森百選」に認定されています。
　また、山火事防止と森林保全を入山者に呼びかける伝統行事「野

の
火
び

番
ばん

」の実施、小中学校を対象とした森林教室など
を通じて、地域の人々の緑化意識の醸成にも貢献しています。

横
よこ かわ ざん

川山運
うん えい

営委
い

員
いん

会
かい

（長野県岡谷市）

横川山運営委員会の皆さん 植樹作業 下刈りによる保育作業
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　緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰とは、緑化推進運動の実施について、顕著な功績のあった個人又は団
体に対し、内閣総理大臣が表彰を行うものです。
　令和７年は13の個人・団体が受賞されました。本誌では毎号、受賞者の方々をご紹介します。

受賞者
紹介
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「森の国・木の街」「森の国・木の街」の実現に向けて
〜木でつなぐ、森と街、今と未来〜

特集

　日本は、森林が国土の67％を占める世界有数の森林大国です。
「森の国」の豊かな森林資源は、私たちの暮らしを支えるとともに、
地球温暖化の防止にも貢献しています。この豊かな森林を未来へと
つなぐためには、森林を適切に管理・整備するのみならず、森林か
ら生産される木材を積極的に「使う」ことが不可欠です。
　建築物に木材を利用すれば、樹木が大気中から吸収した二酸化炭
素を長期間にわたって固定することが可能です。また、木材の利用
は、心身面や生産性などへの良好な効果があり、快適空間の実現に
も貢献します。
　このたび、林野庁では、自治体や企業による木材利用の促進とそ
の効果の「見える化」を呼びかけるため、「『森の国・木の街』づくり
宣言」の募集を開始しました。森の国の豊かな森林資源を活かしな
がら、持続可能で魅力ある木の街づくりを目指しましょう。
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1
森
林
資
源
の
循
環
利
用
に
向
け
て

日
本
の
国
土
の
67
％
は
森
林
に
覆
わ
れ
、
そ
の

う
ち
４
割
に
相
当
す
る
約
１
千
万
ha
が
人
工
林
で

す
。
人
工
林
の
約
６
割
は
、
既
に
50
年
生
を
超

え
、
戦
後
に
植
栽
さ
れ
た
樹
木
の
多
く
が
木
材
と

し
て
の
利
用
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
主
伐
を
実
施
し
て
、
伐
採
後
に
再
び
苗

木
を
植
え
て
育
て
る
こ
と
に
よ
り
、
次
世
代
に
向

け
た
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
確
立
す
る
こ
と
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
森
林
を
伐
採
し
て
生
産
さ
れ
る
木

材
を
適
切
に
販
売
し
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
資
金

を
次
世
代
の
森
林
造
成
に
再
投
資
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
木
材
利
用
を
通
じ
た
「
資
源
の
循

環
」と「
資
金
の
循
環
」に
よ
り
、
は
じ
め
て
、
豊

か
な
森
林
資
源
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
す（
図
1
）。

2
木
材
利
用
に
よ
る
地
球
温
暖
化
防

止
効
果

地
球
温
暖
化
防
止
は
、
国
際
社
会
共
通
の
重
要

課
題
で
あ
り
、
日
本
も
「
2
0
5
0
年
ネ
ッ
ト
・

ゼ
ロ
」
の
実
現
に
向
け
て
多
様
な
施
策
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

木
材
の
利
用
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け

て
、
①
炭
素
の
貯
蔵
、
②
エ
ネ
ル
ギ
ー
集
約
的
資

材
の
代
替
、
③
化
石
燃
料
の
代
替
の
３
つ
の
面
で

貢
献
し
ま
す
。

①
樹
木
は
、
光
合
成
に
よ
っ
て
二
酸
化
炭
素
を

吸
収
し
、
炭
素
を
木
材
と
し
て
貯
蔵
し
ま
す
。
木

材
を
建
築
資
材
と
し
て
使
え
ば
、
炭
素
を
長
期
間

固
定
し
、
大
気
中
へ
の
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
抑

制
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

②
ま
た
、
木
材
は
、
製
造
・
加
工
時
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
が
鉄
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
他
の
建
築

資
材
よ
り
少
な
い
こ
と
か
ら
、
鉄
や
コ
ン
ク
リ
ー

ト
に
代
わ
っ
て
木
材
を
利
用
す
れ
ば
、
建
築
物
の

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量

を
削
減
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

③
さ
ら
に
、
建
築
物
な
ど
で
使
用
さ
れ
た
後
の

木
材
を
、
化
石
燃
料
に
代
わ
っ
て
、
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
す
れ
ば
、
化
石
燃
料
に

由
来
す
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
削
減
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

3
「
木
の
街
」を
目
指
す
意
義

こ
れ
ま
で
、
建
築
物
の
木
造
化
は
、
公
共
建
築

物
を
中
心
に
、
学
校
や
庁
舎
、
商
業
施
設
な
ど
個

別
の
建
物
単
位
で
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今
後

は
、
建
築
物
の
木
造
化
に
積
極
的
に
取
り
組
む
企

業
や
地
方
自
治
体
が
力
を
合
わ
せ
て
、
木
造
化
の

取
組
を「
点
」か
ら「
面
」へ
と
広
げ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

「
木
の
街
」と
し
て
、
街
全
体
で
木
材
利
用
を
進

め
る
こ
と
は
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用
や
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
削
減
な
ど
の
効
果
の
み
な
ら
ず
、

景
観
の
統
一
感
や
、
生
活
環
境
の
質
の
向
上
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
高
い
都
市
構
造
の
形
成
な
ど
、

よ
り
多
面
的
な
効
果
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。実

際
に
、
海
外
で
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
の
シ
ッ
ク
ラ
地
区
で
、

「
S
t
o
c
k
h
o
l
m 

W
o
o
d 

C
i
t
y

（
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
・
ウ
ッ
ド
・
シ
テ
ィ
）」
と
し

て
、
25
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
広
大
な
敷
地
に
、

2
︐0
0
0
戸
の
住
宅
と
7
︐0
0
0
カ
所
の
オ

フ
ィ
ス
や
店
舗
な
ど
を
木
造
で
整
備
す
る
世
界
最

大
規
模
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
内
で
も
、
富
山
県
黒
部
市
で
Y
K
K
グ
ル
ー

プ
が
取
り
組
ん
だ「
パ
ッ
シ
ブ
タ
ウ
ン
第
5
街
区
」

で
は
、
地
域
産
材
を
活
用
し
た
複
数
棟
の
木
造
集

合
住
宅
が
整
備
さ
れ
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

や
健
康
的
な
住
環
境
づ
く
り
な
ど
の
面
で
評
価
さ

れ
て
い
ま
す（
図
2
）。

ま
た
、
愛
知
県
は
、「
W
o
o
d 

C
i
t
y
あ

い
ち
2
0
5
0
」
構
想
と
し
て
、
県
有
施
設
の
木

造
化
・
木
質
化
や
地
域
産
材
の
活
用
を
軸
に
、
持

続
可
能
で
快
適
な
都
市
環
境
の
形
成
を
計
画
し
て

い
ま
す（
図
3
）。

図1　森林資源の循環利用

木材は炭素を
長期に貯蔵

CO2

CO2
CO2

使う

育てる 植栽

主伐

下刈り
間伐

植える

若い林はCO2を
より多く吸収

エネルギー利用により
化石燃料を代替

森林は
CO2を吸収

木材は
省エネ資材

プラスチック等
を代替「植えて、育て、使う」

森林資源の
循環利用
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4
「
木
の
街
」
を
後
押
し
す
る
S
H
K

制
度
の
見
直
し

（１）
S
H
K
制
度
と
は

日
本
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
に
基
づ

き
、「
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
算
定
・
報
告
・
公

表
制
度（
通
称
：
S
H
K
制
度
）」に
よ
り
、
温
室

効
果
ガ
ス
を
一
定
量
以
上
排
出
す
る
事
業
者
（
原

油
換
算
で
年
間
1
︐5
0
0
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
以
上

を
使
用
す
る
者
な
ど
）
に
対
し
て
、
排
出
量
の
算

定
・
国
へ
の
報
告
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

S
H
K
制
度
の
対
象
者
は
、
地
方
公
共
団
体
も
含

め
て
、
全
国
で
約
1
・
3
万
事
業
者
と
な
っ
て
お

り
、
各
事
業
者
の
排
出
量
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上

で
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

（２）
S
H
K
制
度
の
見
直
し

こ
れ
ま
で
、
同
制
度
で
は
、
木
材
の
炭
素
貯
蔵

効
果
を
考
慮
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
令
和
8
年

4
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
制
度
改
正
で
は
、
木
材

を
使
用
し
た
建
築
物
を
自
ら
所
有
す
る
自
治
体
や

企
業
が
、
自
ら
の
排
出
量
か
ら
、
木
材
利
用
に
よ

る
炭
素
蓄
積
変
化
量
を
差
し
引
い
て
報
告
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す（
図
4
）。

報
告
対
象
と
な
る
建
築
物
は
、
事
業
者
が
自
ら

所
有
す
る
建
築
物
で
、
建
築
物
を
新
築
・
増
改

築
・
取
得
し
た
場
合
、
当
該
物
件
の
炭
素
貯
蔵
量

を
、
炭
素
蓄
積
変
化
量
と
し
て
、
排
出
量
か
ら
差

「森の国・木の街」の実現に向けて〜木でつなぐ、森と街、今と未来〜特集

図2　パッシブタウン第5街区（富山県黒部市）©Nacása & Partners

図３　WoodCityあいち2050

 

 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① すべての県民が木材の良さを享受でき、積極的に森林と関わっていく社会 
② 民間企業が積極的に木材利用を進める社会 
③ 森林の成⾧量に見合った県産木材が生産されている持続可能な社会 

2050 年の愛知県が目指す木材利用の姿 

木造・木質化された駅舎 

建築物の木造・S 造・RC 造の 
ベストミックスが確立 

③④ICT による 
林業機械の遠隔操作 

①②木材に関わる全ての 
関係者が適正な利益を享受 

②オフィスの木造・木質化 
による企業価値の向上 

①校舎の木造・ 
木質化が一般化 

③循環型林業の確立 
③④スマート林業の進展 

④効率的なサプライ 
チェーンの確立 

①木の良さを享受できる暮らし 

①③④他業種・他業界との連携
による木造・木質化の市場拡大 

①木造建築の成熟と 
木の文化の再興 

無人機械・無人トラック 
による効率的な配送 

製材工場 

バイオマス発電 

伐る 

育てる 

植える 

使う 

※見出し窓の番号は、左記の①～④の目指す姿の項目に対応しています 

図4　木材利用による炭素貯蔵効果をSHK制度に新たに位置付け
• SHK制度（温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度）とは、地球温暖化対策推進法に基づき、温
室効果ガス（GHG）を一定量以上排出する者にGHG排出量の算定と国への報告を義務付けし、国
は報告されたデータを集計し、公表する制度。

• 木材を使った建築物等を新築等により自ら所有する企業や自治体が、自社のGHG排出量から、木材利
用による炭素貯蔵量を差し引いて報告することができるよう規定を改正予定。（R8.4施行予定）

木材を使った建築物等を新築等により所有することとなった企業や自治体は、
 木材利用による炭素貯蔵効果を定量化して報告することができる
 自らのGHG排出量から、木材利用による炭素貯蔵量を差し引いて報告することが

可能になる

J-クレジット
などによる調整

森林経営活動・
木材製品利用

による
炭素蓄積変化量

＋－＋－

新たに設定を予定現行のSHK制度の報告項目

非エネルギー起源CO2、
その他温室効果ガス
（左記以外で排出される

CO2その他温室効果ガス）
＋エネルギー起源CO2

(燃料の使用又は他人から
供給された電気若しくは

熱の使用に伴い排出されるCO2）
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し
引
い
て
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
建
て

替
え
の
場
合
は
、
解
体
し
た
建
築
物
等
の
炭
素
貯

蔵
量
を
差
し
引
い
て
報
告
。）

ま
た
、
建
築
物
以
外
で
も
、
長
期
間
利
用
さ
れ

る
木
材
製
品
（
オ
フ
ィ
ス
家
具
、
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

等
）は
、
報
告
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

事
業
者
は
、
報
告
対
象
と
し
た
建
築
物
等
の
炭

素
貯
蔵
量
を
台
帳
等
に
記
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。な

お
、
算
定
対
象
と
な
る
木
材
は
、
合
法
性
が

確
認
さ
れ
た
国
産
材
と
な
り
ま
す
。

こ
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
木
材
利
用
に
よ
る
環

境
貢
献
を
定
量
的
に
評
価
し
て
、
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
削
減
の
実
績
と
し
て
公
的
に
認
め
る
仕
組

み
が
整
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

（３）
S
H
K
制
度
見
直
し
に
よ
る
効
果

S
H
K
制
度
の
対
象
と
な
る
約
1
・
3
万
事
業

者
は
、
日
本
の
企
業
等
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
の
約
7
割
を
占
め
て
お
り
、
オ
フ
ィ
ス
や
店

舗
、
倉
庫
等
の
非
住
宅
分
野
や
、
賃
貸
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
の
相
当
部
分
を
所
有
し
て
い
る
も
の
と
見

ら
れ
ま
す（
図
5
）。

従
っ
て
、
今
回
の
見
直
し
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の

事
業
者
が
、
自
社
の
炭
素
排
出
量
を
抑
制
す
る
た

め
に
、
非
住
宅
分
野
や
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
け

る
木
材
利
用
を
一
層
進
め
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
。5

「『
森
の
国
・
木
の
街
』
づ
く
り
宣

言
」

（１）「『
森
の
国
・
木
の
街
』づ
く
り
宣
言
」と
は

「『
森
の
国
・
木
の
街
』づ
く
り
宣
言
」は
、「
森

の
国
」
日
本
の
木
材
の
活
用
を
通
じ
て
地
球
温
暖

化
の
防
止
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
木
と
と
も
に

生
き
る
地
域
の
未
来
を
育
む
た
め
、

・�

建
築
物
の
木
造
化
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
し
、

木
材
利
用
を
通
じ
て
地
域
の
持
続
可
能
な
発
展

に
貢
献
す
る
こ
と

・�

木
材
利
用
の
促
進
に
当
た
っ
て
は
、
S
H
K
制

度
な
ど
を
積
極
的
に
活
用
し
、
地
域
の
関
係
者

と
連
携
し
て
、
木
材
利
用
の
効
果
を
「
見
え
る

化
」す
る
こ
と

を
宣
言
す
る
も
の
で
す（
図
6
）。

地
方
自
治
体
や
企
業
は
、
宣
言
に
参
画
す
る
こ

と
で
、
地
域
住
民
や
取
引
先
、
従
業
員
な
ど
の
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
し
て
、
木
造
建
築
や
木
材

利
用
に
よ
る
自
ら
の
環
境
貢
献
へ
の
姿
勢
を
明
確

に
示
す
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

（２）
参
画
の
流
れ

「『
森
の
国
・
木
の
街
』づ
く
り
宣
言
」に
参
画
す

る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
宣
言
の
趣
旨
を
十
分
に
理

解
し
た
上
で
、
地
方
自
治
体
や
企
業
と
し
て
、
木

材
利
用
の
推
進
に
向
け
た
具
体
的
な
方
針
や
計
画

を
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
の
上
で
、
参
画
を
希
望
す
る
場
合
は
、
林
野

庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
申
請
手
続
き
を
行
い
、

正
式
に
宣
言
し
た
参
画
者
と
し
て
公
表
さ
れ
ま
す
。

参
画
し
た
地
方
自
治
体
や
企
業
に
は
、
宣
言

後
、
公
共
施
設
の
木
造
化
や
、
地
域
産
材
を
活
用

し
た
自
社
ビ
ル
の
建
築
な
ど
、
建
築
物
に
お
け
る

木
材
利
用
の
取
組
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
S
H
K
制
度
な
ど
を
活
用
し
て
、
木
材

図5　SHK制度で木材利用による炭素貯蔵量等の報告が可能になる建築物
• 本制度改正により、主に企業等が所有する非住宅分野（オフィス、店舗、倉庫等）や賃貸マンションについて、
木造化・木質化が促進されることを期待。

資料：国土交通省「建築着工統計調査2023年」より林野庁作成。
注：「住宅」とは居住専用住宅、居住専用準住宅、居住産業併用建築物の合計であり、「非住宅」とはこれら以外をまとめたもの。

個人等が所有する建築物

＜中高層建築物＞

■ SHK制度で炭素貯蔵量等の報告が可能となる建築物

＜低層建築物＞

倉庫

野村不動産
溜池山王ビル

賃貸マンション

自社事務所 店舗

■ 新設着工建築物の床面積と所有形態のイメージ

0 10,000

1

2

3

4

5

（千m2）
010,00020,00030,00040,000（千m2）

住宅 非住宅

賃貸
ﾏﾝｼｮﾝ

戸建、アパート等

賃貸ビル
自社ビル
ホテル等

事務所
店舗
倉庫等

分譲
ﾏﾝｼｮﾝ

低
層

中
高
層

企業等が所有する建築物
※企業等：ディベロッパー等の不動産や金融、ホテル、飲食、物流、製造業等や公共機関

• 非住宅建築物や賃貸マンションは企業等の所有が大半を占めている。 • ＳＨＫ制度における特定排出者数は全国に１万３千事業者を
超え、企業等の排出量の約７割を占める。

• 今般の制度改正で、これら特定排出者が所有する建築物の炭
素蓄積変化量を報告することが可能となる。

東京海上グループ
新本店ビル（施工中）

モクシオン稲城
（三井ホームエステート）

自社ビル賃貸ビル

エフコープ生活協同組合
本部事務棟

プレカット工場倉庫
（（株）マルオカ）

マクドナルド
安芸熊野店

※なお、上記事例は用途別の木造化の事例であり、特定排出者以外の建築物も含む
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「森の国・木の街」の実現に向けて〜木でつなぐ、森と街、今と未来〜特集

利
用
の
効
果
や
成
果
を「
見
え
る
化
」し
、
地
域
住

民
や
関
係
者
に
向
け
て
積
極
的
に
情
報
を
発
信
す

る
こ
と
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

（３）
林
野
庁
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト

林
野
庁
で
は
、
宣
言
の
参
画
者
に
対
し
て
、
技

術
的
な
助
言
や
最
新
情
報
の
提
供
を
行
う
と
と
も

に
、
先
進
的
な
取
組
事
例
の
共
有
な
ど
を
通
じ

て
、
効
果
的
な
取
組
の
普
及
と
持
続
的
な
実
践
を

後
押
し
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（４）
宣
言
へ
の
参
画
状
況

10
月
1
日
の
募
集
開
始
か
ら
約
1
か
月
で
、
す

で
に
1
7
0
の
企
業
や
自
治
体
が
参
画
し
て
い

ま
す（
図
7
）。
企
業
に
つ
い
て
は
、
林
業
・
木
材

産
業
以
外
の
業
界
か
ら
も
多
数
参
画
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
、
こ
の
宣
言
の
輪
を
広
げ
、

街
の
木
造
化
の
取
組
を
全
国
に
展
開
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
、

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

6
木
で
つ
な
ぐ
未
来
へ
向
け
て

「
森
の
国
」日
本
の
豊
か
な
森
林
資
源
を
次
世
代

へ
つ
な
ぐ
た
め
に
は
、「
木
の
街
」と
し
て
、
街
全

体
で
木
材
利
用
を
進
め
、
持
続
可
能
な
形
で
「
木

を
使
う
」こ
と
に
よ
り
、「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植

え
て
、
育
て
る
」
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
確
立

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

「『
森
の
国
・
木
の
街
』づ
く
り
宣
言
」は
、
自
治

体
や
企
業
が
、
木
材
利
用
を
通
じ
て
、
森
林
資
源

の
循
環
利
用
の
確
立
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
取
組

を
強
力
に
後
押
し
す
る
も
の
で
す
。

今
、
私
た
ち
に
は
、
目
の
前
に
あ
る
森
林
資
源

の
価
値
を
正
し
く
理
解
し
、
そ
れ
を
活
か
す
行
動

を
起
こ
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
木
材
利

用
を
通
じ
て
、
森
と
街
、
今
と
未
来
を
つ
な
ぐ
新

た
な
一
歩
を
、
と
も
に
踏
み
出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

図7　宮崎県による「森の国・木の街」づくり宣言への参画





CO2CO2

CC C C

図6　「森の国・木の街」づくり宣言
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1
Topics

「
サ
ザ
エ
さ
ん
一
家
の
〝
も
り
の
わ
〟
話
吹
き
出
し

コ
ン
テ
ス
ト
」受
賞
作
品
の
紹
介

本
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
林
野
庁
が
令
和
５
年
か
ら
長
谷
川
町

子
美
術
館
の
協
力
を
得
て
開
催
す
る
も
の
で
、
令
和
７
年
で

3
回
目
と
な
り
ま
す
。

「
サ
ザ
エ
さ
ん
」の
4
コ
マ
漫
画
の
吹
き
出
し
に
、
森
林
、

木
、
木
材
ま
た
は「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
」

森
林
資
源
の
循
環
利
用（
森も

林り

の「
環わ

」）な
ど
を
テ
ー
マ
に
し

た
楽
し
い
セ
リ
フ
を
考
え
て
、
タ
イ
ト
ル
と
と
も
に
応
募
い

た
だ
く
も
の
で
、
8
歳
～
75
歳
と
幅
広
い
年
齢
層
か
ら
1
︐

0
8
7
作
品
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

10
代
か
ら
の
応
募
が
最
も
多
く
、
森
林
環
境
教
育
の
一
環

と
し
て
学
校
単
位
で
応
募
い
た
だ
い
た
ケ
ー
ス
も
多
数
あ
り

ま
し
た
。

林野庁長官賞
「急がなくても大丈夫」

私
っ
て
た
だ

二
酸
化
炭
素
を

出
し
て
る
だ
け
で

環
境
に
優
し
く

な
い
わ
ね

お
ー
い
、

サ
ザ
エ
、
な
ん
で

ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
る

ん
だ
い
？

二
酸
化
炭
素
を

減
ら
す
た
め
に

な
る
べ
く

動
か
な
い
で

い
よ
う

地
球
の
未
来

の
た
め
よ

そ
れ
な
ら
こ
の

時
間
に
森
に
木
を

植
え
た
方
が
二
酸

化
炭
素
は
減
る
ん

  

じ
ゃ
な
い
？

今
す
ぐ
と
は

言
っ
て
な
い

の
に
な

Ⓒ長谷川町子美術館

北海道札幌市 縄乃々香氏（10代）
自
然
を
見
て
る
と

心
が
落
ち
着
く
の
は

な
ん
で
だ
ろ
う
？

サ
ザ
エ
ー
。

自
然
の
本

知
ら
な
い
か
い
？

森
林
の
お
か
げ

な
の
ね
。

他
に
も
見
え
な
い

と
こ
ろ
で

た
く
さ
ん
役
に

立
っ
て
る
の
ね
。

森
林
に
つ
い
て

調
べ
る
の

面
白
い
わ
ね
。

あ
と
、

台
所
か
ら
焦
げ

て
る
に
お
い
が

す
る
よ
？

あ
、

僕
が
探
し
て
た

本
じ
ゃ
な
い
か
。

Ⓒ長谷川町子美術館

愛媛県久万高原町 竹林遼哉氏（10代）

林野庁長官賞
「森林の役割」

林野庁長官賞
「急がなくても大丈夫」

北海道札幌市　縄乃々香氏（10代）

林野庁長官賞
「森林の役割」

愛媛県久万高原町　竹林遼哉氏（10代）

吹き出しコンテスト2025フライヤー
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森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
大
切
さ
の
普
及
啓
発
に
つ
な

が
る
も
の
、
４
コ
マ
漫
画
の
流
れ
に
合
う
も
の
な
ど
の
観
点

を
重
視
し
て
選
考
を
行
い
、
林
野
庁
長
官
賞
は
、
北
海
道
札

幌
市
の
縄
乃
々
香
さ
ん
と
愛
媛
県
久
万
高
原
町
の
竹
林
遼
哉

林
野
庁
長
官
賞
2
点

「
急
が
な
く
て
も
大
丈
夫
」　
二
酸
化
炭
素
を
減
ら
す
た
め

に
、
な
る
べ
く
動
か
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
サ
ザ
エ
さ
ん
の

行
動
が
笑
い
を
誘
う
と
と
も
に
、
す
っ
飛
ん
で
行
っ
て
ま
で

木
を
植
え
よ
う
と
す
る
、
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
い
の
サ
ザ
エ
さ

ん
ら
し
い
オ
チ
も
あ
り
、
楽
し
い
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

「
森
林
の
役
割
」　
サ
ザ
エ
さ
ん
が
ふ
と
し
た
疑
問
を
き
っ
か

け
に
森
林
の
働
き
に
つ
い
て
調
べ
て
、
様
々
な
役
割
が
あ
る

こ
と
を
知
る
描
写
が
素
晴
ら
し
く
、
ま
ず
は
興
味
を
持
ち
、

森
林
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を

教
え
て
く
れ
る
有
意
義
な
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

み
ど
り
の
感
謝
祭
運
営
委
員
長
賞
1
点

「
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」　
身
の
回
り
の
木
材
利
用
に
つ
い

て
、
自
分
で
も
で
き
る
取
組
み
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な

る
啓
発
作
品
で
あ
る
と
と
も
に
、
サ
ザ
エ
さ
ん
が
学
ん
だ

「
ウ
ッ
ド
・
チ
ェ
ン
ジ
」の
答
え
が「
ま
な
板
」無
料
配
布
に
飛

ん
で
行
く
オ
チ
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
秀
逸
な
作
品
と
な
っ

て
い
る
。

長
谷
川
町
子
美
術
館
賞
1
点

「
バ
ッ
ト
」　
木
材
製
品
を
で
き
る
だ
け
長
く
使
う
こ
と
が
、

炭
素
を
貯
蔵
す
る
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ
る
こ
と
が
表
現
さ

れ
つ
つ
、
一
方
で
森
林
資
源
を
循
環
さ
せ
る
た
め
新
し
い

バ
ッ
ト
を
買
っ
て
も
ら
お
う
と
す
る
ち
ゃ
っ
か
り
し
て
い
る

カ
ツ
オ
君
の
性
格
が
う
ま
く
表
現
さ
れ
て
お
り
、
親
し
み
や

す
い
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

森
林
資
源
の
循
環

利
用
と
言
わ
れ
て
も
、

個
人
に
で
き
る
事

な
ん
か
あ
る
の
だ
ろ

う
か
？

あ
れ
？

本
な
ん
か
読
ん
で

珍
し
い
ね

な
に
な
に
、

身
の
回
り
の
も
の
を

木
に
変
え
る

「
ウ
ッ
ド
・
チ
ェ
ン

ジ
」
か…

こ
れ
な
ら

で
き
る
か
な
？

い
ま
木
に
つ
い

て
勉
強
中
だ
か

ら
話
か
け
な
い

で

木
だ
っ
て
？

そ
う
い
え
ば

さ
っ
き
駅
前
で

高
級
木
材
を
使
っ

た
ま
な
板
を
無
料

配
布
し
て
た
な
ぁ

Ⓒ長谷川町子美術館

群馬県伊勢崎市 三島勇一郎氏（20代）

みどりの感謝祭運営委員長賞
「私たちにできること」

話
が
あ
る
な
ら

入
っ
て
こ
ん
か
。

僕
、
今
使
っ
て
い
る
木

の
バ
ッ
ト
を
、
森
林
資
源

が
ム
ダ
に
な
ら
な
い
よ
う

に
長
く
使
お
う
っ
て

思
っ
て
る
ん
だ
。

そ
れ
は
良
い
心

が
け
だ
。

で
も
、
長
く
使
う
の

も
大
事
だ
け
ど
、

資
源
は
循
環
さ
せ
る

こ
と
も
大
事
な
ん
だ
。

と
い
う
こ
と
で
、

新
し
い
バ
ッ
ト

買
っ
て
ね
。

Ⓒ長谷川町子美術館

静岡県浜松市 清水裕一朗氏（30代）

長谷川町子美術館賞
「バット」

みどりの感謝祭運営委員長賞
「私たちにできること」

群馬県伊勢崎市　三島勇一郎氏（20代）

長谷川町子美術館賞
「バット」

静岡県浜松市　清水裕一朗氏（30代）
さ
ん
、
み
ど
り
の
感
謝
祭
運
営
委
員
長
賞
は
群
馬
県
伊
勢
崎

市
の
三
島
勇
一
郎
さ
ん
、
長
谷
川
町
子
美
術
館
賞
は
静
岡
県

浜
松
市
の
清
水
裕
一
朗
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
本
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
は
、
令
和
７
年
11
月
4
日
に

「
森
林
×
A
C
T
チ
ャ
レ
ン
ジ
2
0
2
5
」
の
表
彰
式
等
と

合
同
で
開
催
し
、
そ
の
様
子
は
12
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

選
考
理
由
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～
森
林
空
間
の
活
用
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
～

シ
リ
ー
ズ
　 「
森も

り

業ぎ
ょ
う

の
推
進
」に
よ
る
山
の
地
方
創
生

は
じ
め
に

先
月
号
で
森
業
の
全
体
像
を
紹
介
し
ま
し
た

が
、
今
月
号
で
は
そ
の
具
体
的
な
取
組
と
し
て
、

森
林
空
間
の
利
用
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

1
9
8
2
年（
昭
和
57
年
）に
は
、
林
野
庁
が「
森

林
浴（Shinrin-yoku

）」を
提
唱
し
、
森
の
香
り

や
音
、
光
、
空
気
な
ど
、
五
感
を
通
じ
て
自
然
と

触
れ
合
う
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
や
免
疫
力

の
向
上
な
ど
の
効
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
近
年
で
は
森
林
空
間
を
活
用
し
た
マ
ウ
ン
テ

ン
バ
イ
ク
な
ど
も
注
目
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う

な
取
組
は
、
心
身
の
健
康
の
維
持
・
増
進
に
寄
与

す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
魅
力
を
高
め
、
地
域

の
賑
わ
い
や
所
得
向
上
、
関
係
人
口
の
創
出
・
拡

大
に
も
つ
な
が
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

企
業
に
よ
る
森
で
の
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
活
用

　

森
林
空
間
利
用
の
大
き
な
需
要
先
の
１
つ
が
企

業
で
す
。

「
T
D
K
ラ
ム
ダ
株
式
会
社
」で
は
、
若
年
層
社

員
を
対
象
と
し
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
森
林
セ
ラ

ピ
ー
®
や
森
林
整
備
活
動
な
ど
の
協
働
作
業
を
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。
社
員
は
、
森
林
空
間
の
中
で

五
感
を
通
じ
て
自
然
と
触
れ
合
い
な
が
ら
、
チ
ー

ム
で
の
課
題
解
決
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
体

験
す
る
こ
と
で
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
職
場

へ
の
帰
属
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
取
組
は
、
社
員
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
や
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
向
上
に
寄
与
し
、
実
際
に
離
職
率

の
低
下
と
い
う
成
果
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
森
林
整
備
活
動
で
は
、
地
域
の
林
業
関

係
者
と
連
携
し
、
社
員
が
自
然
環
境
や
森
林
管
理

の
実
情
に
触
れ
る
機
会
を
得
て
い
ま
す
。
地
域
側

も
企
業
の
人
材
が
森
林
保
全
に
関
わ
る
こ
と
で
作

業
支
援
や
交
流
の
場
が
生
ま
れ
、
信
頼
関
係
の
構

築
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
地
元
の
食
材
を
使
っ

た
昼
食
の
提
供
な
ど
も
行
わ
れ
て
お
り
、
企
業
研

修
が
地
域
と
の
接
点
を
生
む
仕
組
み
と
し
て
機
能

し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
企
業
に
よ
る
森
林
空
間
の
活
用

森林浴

焚き火を囲んでコミュニケーション

都市で研修
（05-07年）

山村で研修
（08-21年）

新卒採用者 43人 194人

3年以内退職者
（離職率）

5人 7人

12％ 4％

新卒採用者人数・早期離職率の比較
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は
、
社
員
の
健
康
や
組
織
力
の
強
化
に
加
え
、
森

林
整
備
や
地
域
と
の
関
係
構
築
に
も
波
及
効
果
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

森
林
空
間
利
用
を
通
じ
た
森
林

づ
く
り

森
林
空
間
の
活
用
は
、
持
続
可
能
な
森
林
づ
く

り
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
神
奈
川
県
小
田
原
市
の

株
式
会
社T-FO

RESTRY
で
は
、
江
戸
時
代
か

ら
続
く
辻
村
農
園
・
山
林
の
森
林
経
営
を
継
承
し

な
が
ら
、
現
代
的
な
森
林
空
間
利
用
を
通
じ
て
新

た
な
森
林
の
価
値
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

森
林
空
間
を
活
用
し
た
取
組
の

拡
大
に
向
け
た
林
野
庁
の
取
組

林
野
庁
で
は
、
森
林
空
間
を
活
用
し
て
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
提
供
し
て
い
る
地
域
に
つ
い
て
、
近
隣

施
設
等
の
特
徴
と
一
緒
に
紹
介
シ
ー
ト
を
作
成

し
、
順
次
公
表
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
他
省
庁
事
業
も
含
め
て
活
用
可
能
な
補

助
事
業
を
と
り
ま
と
め
た
一
覧
表
を
作
成
し
、
事

例
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
毎
年
２
月
に
は
、
東
京
都
内
に
お
い

て
、
推
進
地
域
の
関
係
者
や
森
で
の
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
活
用
に
関
心
の
あ
る
企
業
等
を
対
象
と
し

た「
山
村
と
企
業
を
つ
な
ぐ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催

し
、
同
地
域
と
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
２
月
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
加
え
て
、

11
月
27
日
・
28
日
に
大
阪
府
に
お
い
て
、
推
進
地

域
の
関
係
者
や
森
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
用
に
関
心

の
あ
る
企
業
等
を
対
象
と
し
た
「
森
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
活
用
セ
ミ
ナ
ー
＆
日
帰
り
体
験
会
」
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。

お
わ
り
に

森
林
空
間
の
活
用
は
、
健
康
・
観
光
・
地
域
振

興
と
い
っ
た
多
様
な
分
野
を
つ
な
ぐ
可
能
性
を
秘

め
て
お
り
、
こ
う
し
た
取
組
を
持
続
的
に
発
展
す

る
こ
と
で
森
林
づ
く
り
を
支
え
、
地
域
の
未
来
を

育
て
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

次
回
は
、
企
業
に
よ
る
森
林
づ
く
り
の
事
例
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

同
社
が
運
営
す
る
「
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
小
田
原
」
や
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
専
用

コ
ー
ス「
フ
ォ
レ
ス
ト
バ
イ
ク
」で
は
、
樹
木
を
伐

採
せ
ず
に
設
置
さ
れ
た
施
設
を
通
じ
て
、
来
訪
者

が
森
林
の
中
で
自
然
と
一
体
と
な
る
体
験
を
楽
し

め
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
森
林
空
間
を
活

か
し
た
設
計
に
よ
り
、
利
用
に
よ
っ
て
森
林
の
機

能
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
下
草
の
整
備
や
間

伐
な
ど
の
管
理
作
業
が
促
進
さ
れ
、
森
林
環
境
の

改
善
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
組

は
、
森
林
空
間
の
魅
力
を
引
き
出
す
と
同
時
に
、

保
全
活
動
と
連
動
し
、
利
用
者
の
増
加
が
森
林
整

備
の
継
続
的
な
動
機
づ
け
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
森
林
空
間
の
活

用
が
森
林
づ
く
り
の
担
い
手
を
広

げ
、
地
域
の
自
然
環
境
の
保
全
と

活
性
化
に
つ
な
が
る
好
事
例
と
し

て
、
T
‒
F
O
R
E
S
T
R
Y
の

取
組
は
全
国
か
ら
注
目
を
集
め
て

い
ま
す
。

間伐後の森林

森林内に設置されたアスレチック マウンテンバイク専用コース「フォレストバイク」
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「
つ
か
う
」「
つ
く
る
」「
ま
も
る
」で
森
林
資
源
の
持
続
可
能
な

活
用
を
目
指
す

協
定
に
基
づ
く
構
想
の
概
要

協
定
で
は
、
建
築
物
に
お
け
る
木
材
利
用
の

促
進
を
通
じ
て
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
ネ
イ

チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
貢
献
し
、
持
続
可
能
な
森

林
資
源
・
森
林
環
境
の
活
用
と
保
全
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
指
し
、
次
の
8
つ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

1
．�

企
画
・
設
計
・
施
工
に
お
い
て
木
材
利
用
促
進

に
努
め
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
貢
献

2
．�

令
和
9
年
度
ま
で
の
5
年
間
で
１
４
︐

0
0
0
㎥
の
国
産
木
材
使
用
目
標
を
設
定

3
．�

令
和
9
年
度
に
新
築
物
件
の
70
%
程
度
の

Z
E
B
化
・
Z
E
H
化
目
標
を
設
定

4
．�

既
存
建
築
物
を
改
修
工
事
で
Z
E
B
化
す
る

「
グ
リ
ー
ン
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
Z
E
B
」の
提

案
を
推
進

5
．�

森
林
破
壊
ゼ
ロ
を
前
提
と
し
、
木
材
調
達
の

実
態
調
査
や
合
法
木
材
の
利
用
促
進
等
に
よ

り
持
続
可
能
な
木
材
活
用
を
推
進

6
．�
地
域
産
木
材
の
利
用
や
、
再
利
用
・
リ
サ
イ

ク
ル
の
促
進
を
通
じ
て
木
造
・
木
質
建
築
を

推
進

7
．�

生
物
多
様
性
や
水
源
涵
養
な
ど
森
林
の
多
面

的
機
能
の
保
全
・
向
上
活
動
を
、
地
域
社
会

と
連
携
し
て
実
施

協
定
締
結
の
検
討
経
緯

大
成
建
設
は
、
グ
ル
ー
プ
長
期
環
境
目
標

「TAISEI G
reen Target 2050

」
に
、

「
森
林
破
壊
ゼ
ロ
を
前
提
と
し
た
木
材
調
達

に
よ
り
森
林
資
源
・
森
林
環
境
へ
の
負
の
影

響
を
最
小
化
」お
よ
び「
保
全
と
再
生
に
取
り

組
み
、
森
林
資
源
・
森
林
環
境
へ
の
正
の
影

響
を
最
大
化
」
す
る
こ
と
で
森
林
資
源
・
森

林
環
境
の
課
題
解
決
を
目
指
す
こ
と
を
定
め

て
い
ま
す
。

将
来
に
わ
た
っ
て
森
林
の
恵
み
を
享
受
で

き
る
よ
う
、
適
切
な
木
材
調
達
と
建
物
の
木

造
・
木
質
化
の
推
進
に
よ
り
持
続
可
能
な
木

材
利
用
を
進
め
る「
つ
か
う
」、
人
工
林
の
持

続
的
利
用
や
自
然
林
化
で
森
林
資
源
を
再
生

す
る「
つ
く
る
」、
森
林
の
評
価
や
保
全
活
動

に
よ
り
良
質
な
森
林
を
保
全
す
る「
ま
も
る
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
を
国
と
連
携
し
て
加
速
さ

せ
る
た
め
、
2
0
2
4
年
3
月
に
、
農
林

水
産
省
、
環
境
省
と
、
大
成
建
設
お
よ
び
グ

ル
ー
プ
３
社
（
大
成
ユ
ー
レ
ッ
ク
、
大
成
建

設
ハ
ウ
ジ
ン
グ
、
佐
藤
秀
）
で
建
築
物
木
材

利
用
促
進
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

シリーズ

建
築
物
木
材
利
用
促
進
協
定
の
締
結
企
業
の
紹
介

大
成
建
設
株
式
会
社

8
．�

良
質
な
森
林
の
保
全
・
創
出
・
再
生
の
取
り

組
み
と
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
貢
献

す
る
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・
普
及

協
定
に
基
づ
く
取
組

鉄
骨
や
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
用
い
た
建
築
物

に
は
統
一
し
て
使
用
さ
れ
る
明
確
な
定
義
が
あ

る
の
に
対
し
、
木
質
建
築
に
つ
い
て
は
そ
う
し

た
明
確
な
定
義
が
定
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
「
木
質
材
料
を
構
造
材
や
仕
上
げ
材
と

し
て
使
用
し
た
建
築
物
」
と
い
う
表
現
だ
け
で
は

捉
え
方
や
想
起
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
に
ば
ら
つ
き
が

生
じ
、
コ
ス
ト
高
の
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
さ
れ
や
す

く
、
お
客
様
と
設
計
者
の
間
で
の
合
意
形
成
に
お

い
て
支
障
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
木
質
化
範
囲
の
イ
メ
ー
ジ
共
有
を
図

る
べ
く
、
木
材
使
用
量
、
構
造
の
特
徴
、
環
境
保

全
へ
の
貢
献
度
な
ど
を
指
標
と
し
た
分
類
表
『
ビ

ル
モ
ク
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
』
を
独
自
に
構
築
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
木
質
建
築
に
対
す
る
認
識
の
ば

ら
つ
き
を
解
消
し
、
建
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
初
期

段
階
か
ら
木
質
建
築
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
お

客
様
と
設
計
者
の
間
で
の
ス
ム
ー
ズ
な
合
意
形
成

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

大成建設が取り組む「つかう」「つくる」「まもる」  
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活
用
し
た
環
境
配
慮
型
建
築
物
の
普
及
を
通
じ

て
、
脱
炭
素
社
会
・
循
環
型
社
会
・
自
然
共
生
社

会
の
実
現
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

協
定
制
度
へ
の
期
待

木
材
利
用
を
進
め
る
た
め
に
は
、
流
通
、
コ
ス

ト
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
な
ど
様
々
な
課
題
が

存
在
し
ま
す
。
課
題
を
解
決
す
る
に
は
、
目
標
を

同
じ
く
す
る
他
の
協
定
締
結
企
業
や
関
係
官
庁
と

の
連
携
が
不
可
欠
で
す
。
協
定
締
結
者
の
事
例
発

表
会
や
交
流
会
な
ど
を
通
じ
て
協
働
の
輪
を
広
げ

て
い
く
た
め
に

も
、
本
協
定
制

度
は
大
変
有
効

だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

今
後
の
抱
負

木
質
建
築
の
一
段
の
進
化
を
目

指
し
、
大
型
木
造
床
組
ユ
ニ
ッ
ト

「T-W
O

O
D

R
 Truss Floor

」を

開
発
し
ま
し
た
。
こ
の
ユ
ニ
ッ
ト

は
、
入
手
が
容
易
な
一
般
流
通
材
の

特
性
を
活
か
し
な
が
ら
長
さ
12
ⅿ
の

大
ス
パ
ン
構
造
を
実
現
す
る
な
ど
高

い
構
造
性
能
と
施
工
性
を
両
立
さ
せ

る
も
の
で
、
非
住
宅
分
野
へ
の
木

質
化
を
加
速
さ
せ
る
技
術
で
す
。

2
0
2
6
年
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の

大
成
建
設
グ

ル
ー
プ
次
世
代

技
術
研
究
所（
埼

玉
県
幸
手
市
）の

管
理
研
究
棟
で

4
階
の
床
組
に

適
用
し
て
い
ま

す
。建

築
物
の
木

質
化
を
求
め
る

お
客
様
の
ニ
ー

ズ
に
対
し
て
、

「T-W
O

O
D

R
 

Truss Floor

」

を
始
め
と
し
た

当
社
の
持
つ
木

質
建
築
の
技
術

を
積
極
的
に
提

案
し
、
木
材
を

大成建設グループ次世代技術研究所完成予想図（イメージ） 　全景、管理研究棟、管理研究棟内部

T-WOOD® Truss Floor 

当社の木質建築
技術のご紹介
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トルコ イスタンブール

ト
ル
コ
最
大
の
都
市

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル

経
済
・
文
化
・
歴
史
の
中
心
地
で
あ
る
イ
ス
タ

ン
ブ
ー
ル
は
、
旧
市
街
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産

と
し
て
登
録
さ
れ
、
訪
れ
る
観
光
客
は
な
ん
と 日

本
と
ト
ル
コ
の
絆
と
経
済
分
野
の

協
力
強
化
に
向
け
て

在
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
日
本
国
総
領
事
館
　
領
事
　

町
田
　
豊

日
本
と
ト
ル
コ
の
友
好
の
歴
史

ト
ル
コ
は
親
日
国
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ

て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
日

本
と
ト
ル
コ
の
外
交
関
係
は
1
9
2
4
年
に
樹

立
さ
れ
、
外
交
関
係
樹
立
1
0
0
周
年
を
迎
え

た
2
0
2
4
年
は
、
2
0
0
を
超
え
る
記
念
行

事
が
ト
ル
コ
で
開
催
さ
れ
、
12
月
に
は
秋
篠
宮
皇

嗣
同
妃
両
殿
下
が
公
式
訪
問
さ
れ
る
な
ど
、
イ
ス

タ
ン
ブ
ー
ル
総
領
事
館
と
し
て
も
多
忙
な
一
年
を

過
ご
し
ま
し
た
。

両
国
の
友
好
の
歴
史
は
19
世
紀
後
半
ま
で
遡
り

ま
す
。
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
皇
帝
の
使
節
団
が
軍

艦
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
と
共
に
派
遣
さ
れ
、
明
治

天
皇
に
拝
謁
し
た
帰
路
、
時
は
1
8
9
0
年
、

現
在
の
和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
串
本
町
に
あ
る
紀
伊

大
島
付
近
で
台
風
に
遭
遇
、
座
礁
し
、
残
念
な
が

ら
5
8
7
名
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
、
串
本
町
の
住
民
の
必
死
の
協
力
で
69
人
が
救

出
さ
れ
、
日
本
海
軍
の
巡
洋
艦
で
ト
ル
コ
へ
送
還

し
、
義
捐
金
も
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

物
語
は
こ
れ
で
終
わ
り
ま
せ
ん
。
エ
ル
ト
ゥ
ー

ル
ル
号
事
件
か
ら
95
年
後
の
1
9
8
5
年
、
イ

ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
中
に
、
イ
ラ
ク
が
イ
ラ
ン
領

空
の
全
航
空
機
を
攻
撃
対
象
に
す
る
と
発
表
、
こ

れ
に
よ
り
テ
ヘ
ラ
ン
在
留
の
日
本
人
が
孤
立
し
ま

し
た
。
ト
ル
コ
政
府
は
日
本
の
要
請
に
応
じ
て
ト

ル
コ
航
空
機
2
機
を
イ
ラ
ン
に
派
遣
、
イ
ラ
ク
の

攻
撃
設
定
期
限
間
際
で
、
2
0
0
名
以
上
の
日

本
人
が
無
事
に
脱
出
し
ま
し
た
。
脱
出
後
、
ト
ル

コ
航
空
が
日
本
人
を
救
出
し
て
く
れ
た
理
由
を
記

者
に
問
わ
れ
た
当
時
の
駐
日
ト
ル
コ
大
使
は
、

「
私
た
ち
は
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
借
り
を
返
し

た
だ
け
で
す
」
と
答
え
た
そ
う
で
す
。
こ
の
2
つ

の
出
来
事
は
、
両
国
の
友
好
の
歴
史
を
象
徴
す
る

も
の
と
し
て
語
り
継
が
れ
、
2
0
1
5
年
に
は

日
土
合
作
の
映
画
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

イスタンブールの町並み

市内の猫

海外・現場

最前線からの

便り

シリーズ

年
間
2
︐0
0
0
万
人
弱
（
ト
ル
コ
全
体
で
は
5
︐

0
0
0
万
人
強
！
）。
歴
史
的
な
建
造
物
の
他
、

ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
隔
て
る
ボ
ス
ポ
ラ
ス
海

峡
の
美
し
い
景
色
、
世
界
三
大
料
理
の
一
つ
に
数

え
ら
れ
る
ト
ル
コ
料
理
、
バ
ザ
ー
ル
で
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
な
ど
、
豊
富
な
観
光
資
源
を
持
つ
魅
力

た
っ
ぷ
り
の
街
で
す
。
猫
の
楽
園
と
し
て
も
知
ら

れ
、
街
路
だ
け
で
な
く
レ
ス
ト
ラ
ン
や
駅
の
改

札
、
モ
ス
ク
の
中
な
ど
至
る
所
で
く
つ
ろ
い
で
お

り
、
見
て
い
る
だ
け
で
癒
や
さ
れ
ま
す
。
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両国企業の協業による第三国連携等について意見交換

病院に直結する地下鉄構内にある松と
桜のオブジェ

最近はイスタンブール市内にラーメン
店も出現

コンビ ニで
は おにぎり
が 売られる
ように

日本企業による式典への出席

ま
た
、
現
代
に
お
い
て
も
、
地
震
国
と
い
う
共

通
点
を
持
つ
日
本
と
ト
ル
コ
は
、
大
地
震
の
際
に

は
助
け
合
っ
て
き
ま
し
た
。

両
国
の
経
済
連
携
強
化
と
日
本

食
の
普
及

私
は
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
総
領
事
館
の
経
済
班
と

し
て
、
日
本
企
業
の
ト
ル
コ
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
支

援
や
、
両
国
の
企
業
連
携
、
ト
ル
コ
を
超
え
て

中
央
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
な
ど
第
三
国
で
の
共
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
促
進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
中
で
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
日
本
食
の

普
及
で
す
。
人
口
1
︐6
0
0
万
人
が
住
む
イ
ス

タ
ン
ブ
ー
ル
ほ
ど
の
大
都
市
で
あ
れ
ば
大
抵
の
日

本
食
が
手
に
入
る
、
と
思
わ
れ
る
方
も
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
（
私
も
赴
任
前
は
そ
う
思
っ
て
い
ま

て
は
ア
カ
マ
ツ
や
カ
ラ
マ
ツ
が
多
く
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
農
業
大
国
で
あ
る
ト
ル
コ
は
、
木
材
自

給
率
も
ほ
ぼ
1
0
0
％
を
達
成
し
て
お
り
、
森

林
の
99
％
が
国
有
林
で
あ
る
こ
と
が
日
本
と
は
大

き
く
異
な
り
ま
す
が
、
山
間
部
の
高
齢
化
や
労
働

力
の
減
少
は
日
本
と
共
通
の
課
題
で
す
。

森
林
を
巡
る
近
年
の
ト
レ
ン
ド
は
森
林
火
災
で

す
。
今
年
の
夏
も
多
く
の
場
所
で
火
災
が
発
生

し
、
熱
波
や
強
風
の
影
響
で
拡
大
、
多
く
の
死
傷

者
が
発
生
す
る
な
ど
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
ま

し
た
。
森
林
火
災
は
養
蜂
や
畜
産
を
は
じ
め
と
す

る
農
林
業
、
観
光
業
な
ど
地
域
経
済
に
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
た
め
、
政
府
は
取
組
を
強
化
し
て
お

り
、
防
火
用
水
池
や
監
視
塔
の
整
備
の
他
、
無
人

航
空
機（
U
A
V
）や
人
工
知
能（
A
I
）の
活
用
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
木
と
言
え
ば
桜

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
は
、
日
本
の
総
合
商
社
で

あ
る
双
日
な
ど
が
参
画
し
、
官
民
連
携
で
建
設
さ

れ
た
大
規
模
総
合
病
院
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
名
も

「
バ
シ
ャ
ク
シ
ェ
ヒ
ル
松
と
桜
都
市
病
院
」。
ト
ル

コ
を
代
表
す
る
松
、
そ
し
て
日
本
を
象
徴
す
る
桜

に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

し
た
）。
し
か
し
な
が
ら
、
食
品
輸
入
に
関
す
る

厳
し
い
法
規
制
な
ど
を
背
景
に
、
日
本
食
は
ま
だ

ま
だ
普
及
し
て
お
ら
ず
、
一
般
消
費
者
の
認
知
度

も
低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
も
、

S
N
S
を
使
っ
た
情
報
発
信
や
、
企
業
と
の
コ
ラ

ボ
イ
ベ
ン
ト
、
生
産
者
と
輸
入
業
者
の
ネ
ッ
ト法被を着て日本食をPR同僚と日本食レストランを取材してSNSで広報

トルコで寿司と言えば洋風の巻き
寿司が主流（味はおいしいです）

ワ
ー
ク
構
築
支
援
や
通
関
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
な

ど
、
自
身
で
考
え
た
新
し
い
企
画
を
提
案
し
な
が

ら
、
日
本
食
普
及
の
た
め
に
日
々
楽
し
く
業
務
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ト
ル
コ
国
内
で
は
高
イ
ン
フ
レ
や
政
治
的
な
混

乱
、
自
然
災
害
な
ど
が
あ
る
一
方
で
、
周
辺
国
で

は
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
ほ
か
、
シ
リ
ア

や
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
を
巡
る
問
題
な
ど
、
日
々

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
が
、
先
人
た
ち

が
築
い
た
歴
史
的
な
友
好
関
係
を
土
台
に
、
日
本

と
ト
ル
コ
の
経
済
連
携
強
化
の
一
助
と
な
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ト
ル
コ
の
森
林
事
情

ト
ル
コ
の
森
林
事
情
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
森

林
率
は
約
3
割
、
主
に
黒
海
、
エ
ー
ゲ
海
、
地
中

海
な
ど
沿
岸
地
域
に
存
在
し
て
お
り
、
木
材
と
し
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国有林野
事業の
取組

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
群
生
地
の

保
全
活
動

山
中
山
国
有
林
の
群
生
地
は
、
日
本
に
お
け
る

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
分
布
南
限
の
一
つ
と
さ
れ
て
お

り
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
密
度
が
高
い
こ
と
か
ら
、

昭
和
51
年
に
岐
阜
県
の
自
然
環
境
保
全
地
域
特
別

地
区
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
以
降
、
自
然
環
境
の

保
全
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
シ
カ
や
イ
ノ

は
じ
め
に

中
部
森
林
管
理
局
飛
騨
森
林
管
理
署
で
は
、
岐

阜
県
高
山
市
荘
川
町
に
位
置
す
る
山や

ま
中な
か

山や
ま

国
有
林

を
管
理
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
地
域
の
関
係
者

と
連
携
し
て
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
群
生
地
の
再
生
に

取
り
組
ん
で
い
る
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

山
中
山
国
有
林
の

自
然
環
境

　

山
中
山
国
有
林
は
、
標
高
約
1
︐3
5
0
ｍ
の

山
岳
地
帯
に
位
置
し
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
・
カ
ラ
マ

ツ
か
ら
な
る
人
工
林
の
他
に
、
ブ
ナ
や
ミ
ズ
ナ

ラ
、
ト
チ
ノ
キ
な
ど
の
広
葉
樹
の
天
然
林
が
成
立

す
る
自
然
豊
か
な
森
林
で
す
。
さ
ら
に
、
林
内
に

は
、
岐
阜
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
群
生
地
が
あ
り
、
春
に
な
る
と

白
く
美
し
い
花
が
一
面
に
咲
き
誇
り
、
訪
れ
る

人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
見
頃
は
４
月
中
旬
か
ら
５
月

上
旬
で
、
整
備
さ
れ
た
遊
歩
道
を
歩
き
な
が
ら
、

湿
原
の
中
で
咲
く
花
々
を
間
近
で
観
賞
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

地
域
と
連
携
し
た
保
全
活
動
に
よ
る

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
群
生
地
の
再
生

～
山
中
山
希
少
個
体
群
保
護
林
～

ミズバショウ

　飛騨森林管理署は、東に「日本の屋根」ともいわれる飛騨山脈（乗鞍
岳、御嶽山等）、西に白山などの３千ｍ級の山々に囲まれた宮・庄川流
域の２市１村に広がる国有林約117,000haの森林を管理しています。
　管内の森林は、ブナやミズナラ等の天然林が56％、カラマツ・ス
ギ・ヒノキ等の人工林が31％、その他山岳地帯等が13％を占めていま
す。
　この地域の森林のうち、99％が保安林に指定されており、土砂流出
防止等の国土保全や、水源涵養による水資源の貯留等、重要な公益的
機能を果たしています。これらの森林は、日本海側の石川県・富山県、
太平洋側の岐阜県・愛知県の主要河川の源流地域に位置しています。
　また、飛騨山脈、御嶽山、白山などの山岳地域は、貴重な動植物の
生息地域であるとともに、観光や登山などの森林レクリエーションや、
高地トレーニングの場としても広く利用されています。
　さらに、世界文化遺産「白川郷・五箇山の合掌造り集落」で有名な「白
川村」には、霊峰白山の山岳地帯に崩壊地や荒廃渓流が点在しており、
村の森林の半分を占める国有林において渓間工や山腹工事などの治山
事業に取り組んでいます。

岐阜県高山市西之一色町三丁目747-3所在地

332,678ha
うち森林面積	 308,668ha
うち国有林面積	 116,948ha

区域面積

２市１村（飛騨市、高山市、大野郡白川村）関係自治体

管内概要

国有林
飛騨森林管理署
各森林事務所

富山県

長野県

岐阜県

石川県

高山市
飛騨森林管理署

町方森林事務所

古川森林事務所

白川森林事務所

庄川治山事業所

三日町森林事務所

宮森林事務所 甲森林事務所

上ヶ洞森林事務所荘川森林事務所

飛騨市

白川村 大谷森林事務所
夏廐森林事務所

本郷森林事務所
蒲田治山事務所
神岡森林事務所

栃尾森林事務所

中
部
森
林
管
理
局
　
飛
騨
森
林
管
理
署
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シ
シ
の
生
息
域
の
拡
大
に
よ
り
、
平
成
18
年
頃
か

ら
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
葉
や
根
に
食
害
が
確
認
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
22
年
頃
に
は
、
深

刻
な
食
害
に
よ
り
群
生
地
の
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
は
激

減
し
て
い
き
ま
し
た
。

お
わ
り
に

山
中
山
の
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
群
生
地
は
、
本
来
の

自
然
が
有
す
る
美
し
さ
と
、
多
く
の
関
係
者
の

努
力
が
調
和
し
て
保
た
れ
て
い
る
貴
重
な
場
所

で
す
。
今
後
と
も
、
地
域
の
方
々
と
連
携
し
な
が

ら
、
希
少
な
自
然
環
境
の
維
持
、
保
護
・
管
理
の

取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

春
の
訪
れ
と
と
も
に
咲
き
誇
る
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ

の
花
々
や
、
美
し
い
風
景
を
見
に
、
ぜ
ひ
一
度
訪

れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

山中峠の湿原での電気柵設置作業林内に設置した電気柵

深刻な食害を受けたミズバショウ

地元の小学生がミズバショウを育成

地域ぐるみの保護活動により回復したミズバショウ

こ
の
課
題
に
対
し
、
平
成
23
年
か
ら
岐
阜
大

学
、
高
山
市
、
地
元
住
民
、
飛
騨
森
林
管
理
署
の

4
者
が
連
携
し
、
群
生
地
へ
の
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ

の
侵
入
を
防
ぐ
電
気
柵
の
設
置
を
継
続
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
30
年
に
は
、
飛
騨

森
林
管
理
署
が
、
南
限
に
分
布
す
る
貴
重
な
ミ
ズ

バ
シ
ョ
ウ
群
落
を
保
護
・
管
理
す
る
た
め
に
、
群

生
地
を
「
希
少
個
体
群
保
護
林
」
に
設
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
多
様
な
湿
地
植
物
が
共
生
す

る
豊
か
な
生
態
系
の
保
全
が
一
層
強
化
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
地
域
と
関
係
機
関
が
連
携
し
た
継
続

的
な
取
組
や
保
全
活
動
の
結
果
、
柵
内
の
ミ
ズ
バ

シ
ョ
ウ
の
個
体
数
は
、
増
加
傾
向
で
推
移
し
、
現

在
で
は
再
び
多
く
の
花
が
咲
く
場
所
と
な
っ
て
い

ま
す
。

研
究
と
環
境
教
育
の
推
進

こ
の
ほ
か
、
被
害
を
受
け
た
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
群

生
地
の
再
生
に
向
け
て
、
岐
阜
大
学
応
用
生
物
科

学
部
を
中
心
に
、
生
育
状
況
の
調
査
や
人
工
移
植

の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
の

荘
川
小
学
校
で
は
、
種
子
の
採
取
・
育
成
・
植
え

付
け
な
ど
を
通
じ
た
環
境
教
育
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

令
和
６
年
に
は
、
種
か
ら
育
て
て
当
地
に
移
植

し
た
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
開
花
が
初
め
て
確
認
さ

れ
、
成
果
が
着
実
に
現
れ
始
め
て
い
ま
す
。
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2
Topics

　10月４日（土）から５日（日）にかけて、「次世代へ　みど
りのかけ橋　森づくり」をテーマに、秋篠宮皇嗣同妃両殿
下のご臨席の下、第48回全国育樹祭が宮城県白石市「国
立花山青少年自然の家南蔵王野営場」及び利府町「セキス
イハイムスーパーアリーナ」で開催されました。
　４日のお手入れ行事では、代表参加者として庄子農林
水産大臣政務官等による育樹活動（施肥）が行われ、オー
プニングアトラクションでは宮城県出身の奏者による津軽
三味線の演奏が披露されました。その後、平成９年の第
48回全国植樹祭で当時の天皇皇后両陛下がお手植えさ
れたブナの枝払いとオオヤマザクラへの施肥が秋篠宮皇
嗣同妃両殿下により行われました。
　５日の式典行事では、皇嗣殿下から「震災の教訓が広く
伝承され、森林を守り育てていく人々の想いがここ宮城
の地から全国に広がっていくことを祈念します。」とのおこ
とばがありました。また、緑化推進や森林づくり活動に

功績のあった方々への表彰と、笹川農林水産副大臣の立
会いの下、全国から選ばれた緑の少年団への苗木の贈呈
が行われました。
　メインテーマアトラクション「森と海と人の物語」では、
海岸防災林や宮城県の森林・林業の歴史に触れながら、
森と海を守る人々の活動を紹介。また、東日本大震災を
乗り越え、今と未来をつないでいく人々の想いを、出演
された俳優の前原滉さんや、私立常盤木学園高等学校音
楽科、利府町立利府西中学校の皆さんの歌で表現されま
した。
　最後に（公社）国土緑化推進機構の濱田理事長による

「大会宣言」等が行われ、式典は幕を閉じました。
　次回、第49回全国育樹祭は「育てて使おう　地球に優
しい　緑の資源」を大会テーマに、令和８年秋季に和歌山
県で開催される予定です。

　健全で活力ある森林を育て、次の世代に引き継ぐことの大切さを伝えるため、昭和52年から毎年秋に、開催都
道府県と（公社）国土緑化推進機構の共催により開催。全国植樹祭で天皇皇后両陛下がお手植えされた樹木を皇族殿
下がお手入れされる育樹運動のシンボル的行事のほか、皇族殿下によるおことばや各種表彰等の式典行事を実施。

全国育樹祭とは

緑の少年団へお声がけされる秋篠宮皇嗣
同妃両殿下

おことばを述べられる秋篠宮皇嗣殿下育樹活動を行う庄子農林水産大臣政務官

お手入れをされる秋篠宮皇嗣殿下 表彰を行う笹川農林水産副大臣（左から３人目）
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みどりの
大使が
行く！

2025
ミス日本

みどりの大使

佐塚 こころ

切
に
し
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

特
に
印
象
に
残
っ
た
出
展
は
生
分
解
性
チ
ェ
ー

ン
オ
イ
ル
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で

は
ど
う
し
て
も
オ
イ
ル
が
周
辺
に
残
っ
て
し
ま

い
、
森
を
汚
染
す
る
1
要
因
に
な
っ
て
い
た
と
伺

い
ま
し
た
。
そ
れ
を
改
善
し
、
自
然
へ
還
る
オ
イ

ル
の
登
場
は「
森
を
育
て
る
」と
い
う
面
か
ら
も
理

に
か
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
効
率
化
を
進

め
な
が
ら
も
自
然
へ
の
思
い
や
り
を
忘
れ
な
い
姿

勢
に
、
深
い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
林
業
は「
き
つ
い
仕
事
」と
認
識
さ
れ

る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
快
適
な
仕
事
環
境

が
整
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
と
、
自
然
環
境
に
優
し

い
林
業
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
広
が
れ
ば
人
と
自
然

を
つ
な
ぐ
未
来
の
産
業
に
な
る
と
感
じ
ま
す
。

公益社団法人国土緑化推進機構Webサイト「みどりの大使」
（https://www.green.or.jp/promotion/midorino-taishi/entry-1679.html）

「ミス日本みどりの大使」とは

未
来
の
森
を
育
て
る

「
第
48
回
全
国
育
樹
祭
み
や
ぎ
2
0
25

」に
参

加
し
、
改
め
て
森
を
守
り
育
て
る
こ
と
の
大
切
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
植
え
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
植

え
た
後
に「
人
の
手
で
森
を
育
て
て
い
く
こ
と
」に

焦
点
が
当
て
ら
れ
て
お
り
、
秋
篠
宮
皇
嗣
同
妃
両

殿
下
に
よ
る
枝
打
ち
、
施
肥
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
私
は
式
典
会
場
に
て
来
場
さ
れ
た
方
々
に

「
緑
の
募
金
」へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
募

金
を
通
じ
て
、
森
林
整
備
や
環
境
保
全
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
や
木
の
製
品
を
身
近
で
使
用

し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
、
ま
た
、“
森
を
育
て
る
”

一
つ
の
形
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
式
典
会
場
に
は

足
を
止
め
て
募
金
し
て
く
だ
さ
る
方
が
た
く
さ
ん

い
ら
っ
し
ゃ
り
、「
緑
を
未
来
に
つ
な
げ
て
い
く
」

想
い
が
多
く
の
人
の
中
に
確
か
に
あ
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
の
小
さ
な
行
動
が

森
を
支
え
て
い
る
…
こ
の
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ら

れ
た
時
間
で
し
た
。
森
を
育
て
る
こ
と
は
自
分
た

ち
の
世
代
だ
け
で
で
き
る
こ
と
で
は
な
く
、
自
然

と
人
と
が
互
い
に
長
く
寄
り
添
っ
て
い
く
継
続
的

な
取
組
で
あ
り
、
そ
れ
を
多
く
の
人
と
共
有
で
き

た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

森
を
育
て
る
現
場
を
支
え
る

最
新
技
術

育
樹
祭
記
念
行
事
の
み
や
ぎ
2
0
25

森
林
･

林
業
･
環
境
機
械
展
示
実
演
会
で
は
、
最
新
の
技

術
に
触
れ
、
林
業
の
現
場
が
時
代
と
と
も
に
大
き

く
進
化
し
て
い
る
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し

た
。
広
い
会
場
に
は
、
伐
採
や
集
材
に
使
う
大
型

の
機
械
か
ら
、
狭
い
場
所
で
も
使
い
や
す
い
小
型

タ
イ
プ
ま
で
、
多
様
な
林
業
機
械
が
展
示
さ
れ
て

お
り
、
進
化
し
た
未
来
の
林
業
を
体
感
し
ま
し
た
。

実
際
に
動
く
機
械
の
音
や
迫
力
に
は
圧
倒
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
驚
い
た
の
は
、
ど
の
機

械
も
人
が
働
き
や
す
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
た

こ
と
で
す
。
操
縦
室
に
は
エ
ア
コ
ン
が
搭
載
さ
れ

て
い
た
り
、
シ
ー
ト
の
形
状
や
操
作
レ
バ
ー
の
位

置
に
は
長
時
間
使
っ
て
も
疲
れ
に
く
い
配
慮
が

あ
っ
た
り
と
、
作
業
者
の
快
適
さ
や
安
全
性
を
大
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林業信用保証 で

林業・木材産業を営む

みなさまの資金調達を

サポートします！

独立行政法人農林漁業信用基金
〒105-6228 東京都港区愛宕2-5-1 愛宕グリーンヒルズMORIタワー28階

○保証制度や出資金に関するお問い合わせ
林業信用保証管理部 TEL：03-3434-7825

○保証の申込みやご利用に関するお問い合わせ
林業信用保証業務部 TEL：03-3434-7826、7827

詳しくはこちら
https://www.jaffic.go.jp/guide/rin/index.html

場所：静岡県伊豆市

人 と 森 を つ な ぐ 情 報 誌
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